
一

は
じ
め
に

平
成
二
十
九
年
九
月
、
千
葉
県
館
山
市
の
館
山
市
立
博
物
館
に
お

い
て
、
那
古
寺
開
創
千
三
百
年
を
記
念
し
て
記
念
展
「
受
け
継
が
れ

た
宝
物
」
が
開
催
さ
れ
た
。

そ
こ
で
は
、
那
古
寺
蔵
「
繍
字
法
華
経
」
巻
第
二
十
五
「
普
門

品
」
と
、
そ
の
僚
巻
で
あ
る
京
都
府
・
智
積
院
所
蔵
の
巻
第
二
十
四

「
妙
音
菩
薩
品
」、
千
葉
県
・
宝
珠
院
所
蔵
の
巻
第
二
十
六
「
陀
羅
尼

品
」、
山
梨
県
・
慈
眼
寺
所
蔵
の
巻
第
二
十
七
「
妙
荘
厳
王
本
事
品
」

の
四
巻
が
展
示
さ
れ
た
。「
繍
字
法
華
経
」
と
は
、
そ
の
奥
書
に
よ

れ
ば
、
中
国
元
代
・
至
正
二
十
一
年
（
一
三
六
一
）
に
製
作
さ
れ
た

刺
繍
に
よ
る
経
典
で
、「
繍
経
」・「
綉
経
」
と
称
さ
れ
る
『
妙
法
蓮

華
経
』
で
あ
る
。
本
経
は
、
絹
布
に
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
経
文
を
、

「
佛
」
字
は
金
色
の
糸
で
、
そ
の
他
の
文
字
は
藍
色
の
糸
で
そ
れ
ぞ

れ
刺
繍
し
た
も
の
で
、
各
巻
末
に
は
識
語
や
奥
書
・
観
音
図
像
等
が

筆
写
さ
れ
て
い
る
。

「
繍
経
」
と
し
て
は
、
中
国
に
お
け
る
存
在
が
唐
時
代
成
立
の
説

話
集
で
あ
る
蘇
鶚
『
杜
陽
雑
編
』
に
刺
繍
さ
れ
た
『
法
華
経
』
の
記

述
が
存
し
、
そ
の
遺
例
と
し
て
宋
代
『
刺
繍
千
手
千
眼
無
量
大
延
寿

陀
羅
尼
経
』
二
冊
（
朱
啓
鈐
『
歴
代
書
畫
録
輯
刊
』
第
十
四
冊
「
刺

繍
書
畫
録
」（
北
京
圖
書
館
出
版
社

二
〇
〇
七
）
が
知
ら
れ
る
が
、

類
例
は
少
な
く
、
本
経
が
元
代
に
お
け
る
製
作
年
代
の
明
確
な
遺
例

と
し
て
貴
重
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
経
が
「
佛
」
字

を
他
字
の
紺
色
と
は
異
な
る
金
色
の
糸
で
表
現
す
る
こ
と
も
、
繍
経

で
は
な
い
が
、
元
代
・
至
元
二
十
一
年
に
書
写
さ
れ
た
写
経
の
『
華

厳
経
』（
八
十
巻
本
）
で
も
経
題
と
「
仏
・
法
・
僧
」
字
が
金
字
で

那
古
寺
蔵
「
繍
字
法
華
経
」
に
つ
い
て

│
│
書
芸
文
化
の
一
形
態
と
そ
の
伝
来
を
巡
っ
て
│
│

宇
都
宮

啓

吾
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書
か
れ
て
お
り
、
本
経
の
表
現
が
元
代
の
経
典
製
作
に
適
っ
て
い
る

こ
と
も
窺
わ
れ
る
。
な
お
、
本
邦
の
繍
経
と
し
て
は
、
細
見
家
本

『
五
色
繍
字
法
華
経
切
』（
断
簡
・
譬
喩
品

鎌
倉
時
代
）
や
光
長
寺

本
『
五
色
繍
字
法
華
経
』
一
帖
（
方
便
品

応
永
五
年
（
一
三
九

八
））
等
が
知
ら
れ
る
が
僅
か
で
あ
り
、
中
国
・
日
本
を
通
し
て
も
、

繍
経
の
重
要
な
遺
品
と
し
て
、
ま
た
、
書
を
刺
繍
で
表
現
し
た
書
芸

文
化
の
一
形
態
と
し
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

「
繍
字
法
華
経
」
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
従
来
、
慈
眼
寺
所

蔵
の
巻
第
二
十
七
「
妙
荘
厳
王
本
事
品
」
が
植
松
又
次
氏
に
よ
っ
て

（「
慈
眼
寺
蔵
「
繍
字
法
華
経
」」（『
甲
斐
路
』
四
二

山
梨
郷
土
史

研
究
会
）、
智
積
院
所
蔵
の
巻
第
二
十
四
「
妙
音
菩
薩
品
」
が
伊
藤

信
二
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
る
も
の
の
（『
日
本
の
美
術
』
四
七
〇

「
繍
仏
」
至
文
堂

二
〇
〇
五
・
六
）、
個
別
的
で
あ
り
、
ま
た
、

こ
れ
ら
の
伝
来
や
僚
巻
の
成
立
の
問
題
等
に
つ
い
て
は
詳
細
に
言
及

さ
れ
て
い
な
い
。

稿
者
は
、
現
在
、
真
言
宗
智
山
派
総
本
山
智
積
院
の
聖
教
調
査
を

行
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
館
山
市
立
博
物
館
に
お
け
る
右
の
四
巻
の

調
査
を
行
な
う
こ
と
が
叶
っ
た
た
め
、
先
行
研
究
を
承
け
、
那
古
寺

蔵
本
を
中
心
と
し
て
「
繍
字
法
華
経
」
の
素
性
や
伝
来
に
つ
い
て
述

べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

二

各
寺
院
へ
の
伝
来

従
来
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
品
経
と
し
て
理
解
さ
れ
、
そ
の
僚
巻
と

さ
れ
る
四
巻
で
あ
る
が
、
何
れ
も
、﹇
図
①
﹈
の
如
く
、
本
文
末
尾

の
後
ろ
に
余
白
が
無
く
、
最
終
行
ギ
リ
ギ
リ
で
断
ち
切
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
点
は
、
那
古
寺
蔵
本
・
巻
第
二
十
五

「
普
門
品
」
以
下
の
巻
の
冒
頭
行
も
同
様
に
、
本
文
の
前
に
余
白
が

無
い
。
ま
た
、
智
積
院
蔵
本
巻
第
二
十
四
「
妙
音
菩
薩
品
」
の
み
巻

首
の
見
返
絵
が
刺
繍
で
釈
迦
如
来
と
普
賢
菩
薩
と
二
天
が
描
か
れ
る

が
、
そ
れ
以
外
の
巻
に
お
い
て
は
、
何
れ
も
同
様
の
見
返
絵
が
筆
写

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
こ
れ
ら
が
当
初
は
一
巻
で

あ
り
、
品
毎
に
切
断
し
た
上
で
、
一
品
経
の
体
裁
を
整
え
る
た
め
に

智
積
院
蔵
本
の
巻
第
二
十
四
「
妙
音
菩
薩
品
」
の
冒
頭
に
存
し
た
刺

繍
の
見
返
絵
を
書
き
写
し
て
各
品
の
冒
頭
に
付
け
加
え
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
巻
第
二
十
四
「
妙
音
菩
薩
品
」

は
、
日
本
の
一
般
的
な
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
形
式
で
あ
る
八
巻
か
ら

成
る
八
巻
本
の
形
態
と
は
異
な
る
、
中
国
・
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
一

般
的
な
七
巻
本
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
第
七
巻
の
冒
頭
に
対
応
し
て
お

り
、
そ
こ
に
当
初
か
ら
刺
繍
の
見
返
絵
が
存
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も

形
態
的
に
説
明
の
つ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
更
に
、
各
経
の
末
尾
と
冒
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頭
の
切
断
面
を
裏
面
か
ら
透
過
光
で
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
実
際
に
切

断
部
が
そ
の
ま
ま
繋
が
る
も
の
と
覚
し
き
箇
所
の
存
す
る
こ
と
が
確

認
で
き
た
。

即
ち
、
那
古
寺
蔵
本
を
含
め
た
「
繍
字
法
華
経
」
は
、
当
初
、
七

巻
本
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
最
終
巻
、
第
七
巻
と
し
て
一
巻
で
あ
っ
た

も
の
を
品
毎
に
切
断
し
て
一
品
経
と
し
て
設
え
ら
れ
た
も
の
で
、
各

［図①］

［図②］
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寺
院
に
伝
来
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
智
積
院
第
九
世
養
命
坊
僧
正

宥
鑁
（
一
六
二
四
〜
一
六
九
二
）
に
よ
っ
て
寄
付
さ
れ
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
お
り
、
例
と
し
て
、
こ
こ
で
は
智
積
院
蔵
本
・
那
古
寺
蔵
本

の
識
語
を
示
し
て
お
く
。

﹇
智
積
院
蔵
本
﹈

右
異
邦
巧
手
所
縫
法
華
経
妙
音
菩
薩
品

一
軸
永
寄
納
智
積
院
之
経
庫
者
也

元
禄
十
五
壬
午
歳
七
月
穀
旦

智
積
院
第
九
世
養
命
坊
僧
正
宥
鑁
〈
寄
／
納
〉

﹇
那
古
寺
蔵
本
﹈（﹇
図
②
参
照
﹈）

右
異
邦
巧
手
所
縫
法
華
経
普
門
品

一
軸
也
者
字
々
碌
々
日
光
玉
潔
寔
逾
過

弄
筆
矣
而
今
永
寄
附
房
州
那
古
寺
之

経
庫
焉
当
至
万
世
而
珍
襲
者
也

元
禄
十
五
壬
午
歳
七
月
穀
旦

洛
陽
智
積
院
第
九
世
養
命
坊
僧
正
宥
鑁
寄納

智
積
院
第
九
世
養
命
坊
僧
正
宥
鑁
に
よ
る
各
寺
院
へ
の
寄
付
に
つ

い
て
は
右
の
如
き
識
語
か
ら
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
宥
鑁
に
つ
い
て
は
、
村
山
正
栄
『
智
積
院
史
』（
総
本
山
智

積
院
内
・
弘
法
大
師
遠
忌
事
務
局

一
九
三
四
）
第
三
編
「
列
祖

伝
」
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
本
経
と
関
わ
る
事
項

を
以
下
に
示
し
て
み
る
。

宝
珠
院
第
二
十
二
世
祖
、
法
諱
宥
鑁
字
文
識
。

寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
に
甲
州
一
之
宮
大
明
神
社
司
隆
屋
氏

蔵
人
頭
息
と
し
て
生
ま
れ
る
。

甲
州
末
木
村
の
慈
眼
寺
宥
真
上
人
に
師
事
す
る
。

修
行
研
鑽
の
後
に
慈
眼
寺
に
入
り
、
潅
頂
壇
を
建
て
、
緇
素
を

導
き
大
法
鼓
を
鳴
ら
す
。

寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
に
智
積
院
に
入
り
智
積
院
第
七
世
運

敞
の
も
と
で
学
ぶ
。

延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
に
房
州
・
宝
珠
院
に
移
り
、
宝
珠
院

中
興
の
祖
と
な
る
。

天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
江
戸
・
真
福
寺
に
移
る
。

元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
智
積
院
第
九
世
と
な
る
。

元
禄
十
年
（
一
六
八
七
）
に
洛
北
・
大
報
恩
寺
に
退
隠
す
る
。

元
禄
十
五
年
（
一
六
九
二
）
七
月
十
九
日
に
逝
去
す
る
。

ま
ず
、
現
存
す
る
「
繍
字
法
華
経
」
が
智
積
院
・
宝
珠
院
・
慈
眼
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寺
、
ま
た
、
宝
珠
院
と
所
縁
の
深
い
那
古
寺
に
あ
る
よ
う
に
、
い
ず

れ
も
宥
鑁
と
関
わ
る
寺
院
に
寄
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

更
に
は
、
宥
鑁
の
寄
附
が
元
禄
十
五
年
七
月
で
あ
り
、
宥
鑁
の
逝

去
も
同
年
同
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
宥
鑁
所
持
の
「
繍
字
法

華
経
」
巻
第
七
を
各
品
毎
に
分
割
し
た
上
で
一
品
経
と
し
て
設
え
直

し
た
こ
と
は
、
自
ら
の
所
縁
の
各
寺
院
に
形
見
分
け
と
し
て
寄
附
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
設

え
に
際
し
て
、
当
初
の
冒
頭
で
あ
っ
た
巻
第
二
十
四
「
妙
音
菩
薩

品
」
の
前
に
存
し
た
刺
繍
の
見
返
絵
を
書
写
し
た
も
の
を
各
巻
に
付

し
、
ま
た
、
現
在
、
そ
の
所
在
を
確
認
し
得
て
い
な
い
（
可
能
性
と

し
て
は
宥
鑁
所
縁
で
終
焉
の
地
の
洛
北
・
大
報
恩
寺
か
）
巻
第
二
十

八
「
勧
発
品
」
の
末
尾
に
付
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
千
手
観
音

立
像
と
奥
書
と
を
筆
写
し
た
も
の
を
各
巻
末
尾
に
付
し
た
も
の
が
現

在
の
「
繍
字
法
華
経
」
各
巻
と
考
え
ら
れ
る
。

三

成
立
を
巡
っ
て

前
項
に
お
い
て
、
現
存
す
る
「
繍
字
法
華
経
」
が
当
初
は
一
巻
で

あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
巻
第
二
十
八
「
勧
発
品
」
が
見

つ
か
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
製
作
当
初
の
奥
書
自
体
は
伝
存
し
て
い

な
い
が
、
見
返
絵
の
書
写
の
状
況
か
ら
考
え
て
、
奥
書
も
忠
実
に
書

写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
経
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
現

在
残
っ
て
い
る
奥
書
に
基
づ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
に
、
本
経
の
奥
書
を
示
す
。

清
信
奉

仏
募
縁
信
士
女
弟
子
徐
氏
妙
蓮
施
財
不
顕
名
施
主
合
助
羅
壹
疋

募
縁
弟
子
張
道
明

馮
道
際

楊
守
其

王
道
興
／
楊

春
山
助
紙
助

唐
氏
妙
蓮

張
文
栄

朱
君
宝

金
氏
妙
蓮

奉

仏
募
縁
徐
呉
邦

張
道
貴

張
文
富

唐
氏
二
娘

周
文
礼

羅
豫
張
文
通

徐
氏
官
四
娘

張
仲
明

呂
氏
勝
一

娘

顧
氏
如
安

張
氏
官
二
娘
／
銭
氏
責
七
娘

姚
氏
廿
六
娘

張
子
建

馬
妙
賛

邵
氏
四
娘

韓
氏
妙
真

章
淑
正

王
妙

慧
／
朱
氏
福
王
娘

陳
慶
一
娘

李
氏
栄
三
娘

陳
氏
寧
三
娘

李
徳
華

李
氏
勝
一
娘

顧
氏
／
勝
四
娘

凌
氏
妙
慶

李
氏

貴
七
娘

許
氏
栄
六
娘

毎
名
各
助
伍
貰

陸
仲
庸

陸
氏
妙
徳

陳
氏
安
二
娘

黄
氏
慶
四
娘
子

卅
市

陳
明
埴
�
経
一
巻

円
通
寺
不
顕
名
比
丘
�
経
一
巻

馬
氏
勝
二
娘

沈
妙
富

史

氏
妙
寄

傅
氏
五
娘
曹
道
茂

邵
氏
真
二
娘

劉
氏
四
娘
合
�
一
巻

沈
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氏
貴
二
娘

董
氏
／
二
娘

沈
氏
添
一
娘
合
�
一
巻

呉
氏
九

娘

孫
氏
安
三
娘

蒋
安
栄

顧
天
祥
／
王
氏
幸
三
娘

蒋
元

龍

蒋
阿
十
娘

唐
道
明

母
親
全
氏
妙
真

妻
孫
氏
福
／
一

娘
�
経
半
巻

李
宗
貴

李
妙
清

許
文
富

許
寿
二
娘

路
曰
平
江

州
名
嘉
定

服
礼
御
貫

一
十
九
都

徐
巷
大
王

界
内
居
住

深
信
崇
奉

仏
女
弟
子

姚
氏
二
娘

夫
徐
徳
興

家
着
属
等

右
姚
二
娘

謹
発
誠
心

募
衆
資
財

収
買
羅
帛

躬
親
敬
綉

大
乗
妙
典

七
巻
一
部

功
報
四
恩

利
資
三
有

所
得
功
徳

伏
用
上
薦

亡
妣
張
氏

四
十
六
娘

泊
及
父
母

唐
氏
五
娘

同
伏
良
因

超
生
浄
土

不
尽
殊
勛

普
為
有
情

咸
成
仏
道

辛
丑
至
正

二
十
一
年

四
月
吉
日

綉
経
弟
子
／
姚
氏
二
娘

焚
香
謹
題

方
泰
寺
法
雲

枕
礼

同
助
縁

方
泰
寺
比
丘
法
潤

助
縁
法
顕

助
縁

方
泰
寺
比
丘
如
全
惟
高

同
助
縁

崇
寿
天
台
教
寺
住
持
比
丘
道
隠
助
縁

こ
の
奥
書
か
ら
、
繍
経
の
製
作
に
関
し
て
は
、
後
半
部
分
に
あ
る

よ
う
に
、
平
江
路
・
嘉
定
州
の
姚
氏
の
二
人
の
娘
が
中
心
と
な
り
、

人
々
か
ら
浄
財
を
募
り
絹
布
を
求
め
、
張
氏
や
唐
氏
な
ど
の
女
性
達

と
力
を
合
わ
せ
て
、
こ
の
経
文
を
繍
字
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
ま

た
、
そ
こ
に
関
与
し
た
僧
侶
と
し
て
、
方
泰
寺
・
崇
寿
天
台
教
寺
の

僧
侶
の
名
が
見
え
る
。
平
江
路
・
嘉
定
州
は
、
現
在
の
中
国
・
上
海

市
周
辺
に
あ
た
る
が
、
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
次
の
榎
本
渉
氏

（
�
）

の
論
に
お
い
て
、
以
下
の
如
き
指
摘
が
存
す
る
。

嘉
定
州
は
長
江
河
口
部
南
岸
の
平
江
路
（
蘇
州
。
以
後
混
亂
を

避
け
る
た
め
、
原
則
的
に
元
代
の
地
名
を
用
い
る
）
の
屬
州

で
、
平
江
路
崑
山
州
の
南
、
松
江
府
上
海
縣
の
北
に
位
置
す

る
。
崑
山
と
嘉
定
の
州
境
は
劉
河
（
前
近
代
は
婁
江
河
口
郡
）

だ
が
、
そ
の
河
口
北
岸
の
劉
家
港
は
、
大
都
へ
輪
送
す
る
江
南

の
税
糧
を
護
送
す
る
元
代
海
運
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
﹇
沈
福

偉1988

﹈。
税
糧
を
蓄
え
た
大
倉
が
劉
河
北
岸
に
あ
っ
て
崑
山

に
屬
し
た
た
め
（
一
二
三
四
年
以
後
は
治
所
）、
劉
家
港
は
崑

山
の
港
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
元
代
に
は
巖
密
に
は
嘉
定

の
所
管
だ
っ
た
。
劉
家
港
を
據
點
に
巨
萬
の
富
を
得
た
人
物
は

多
く
知
ら
れ
、
た
と
え
ば
崑
山
人
段
九
宰
は
、
舶
脚
錢
を
元
手

に
高
麗
で
の
取
引
で
巨
富
を
得
た
と
い
う
﹇
植
松
正2004

﹈

元
代
に
「
下
番
買
得
」
に
よ
っ
て
巨
富
を
得
た
嘉
定
沈
氏
の
よ

う
に
（
陶
宗
儀
『
南
村
輟
耕
録
』
巻
二
七
、
金
甲
）、
嘉
定
か

ら
も
海
上
に
雄
飛
す
る
人
物
は
現
れ
て
お
り
、
崑
山
と
嘉
定
は
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劉
家
港
と
い
う
中
国
海
運
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
接
す
る
地
と
し
て
、
共

通
す
る
性
格
を
持
っ
て
い
た
。

右
の
榎
本
氏
の
指
摘
か
ら
知
ら
れ
る

よ
う
に
、
嘉
定
州
は
、
劉
家
港
と
い
う

中
国
海
運
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
接
す
る
地

と
し
て
、
海
上
貿
易
を
背
景
と
し
た
富

裕
層
の
活
躍
す
る
地
で
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
ま
た
、
右
に
あ
る
「
巨
冨

を
得
た
嘉
定
沈
氏
」
に
つ
い
て
も
、
本

経
奥
書
に
「
沈
氏
」
の
名
が
見
ら
れ
、

同
族
か
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
考
え
る
な

ら
ば
、
本
経
は
、
嘉
定
州
に
お
け
る
海

上
貿
易
を
背
景
と
し
た
富
裕
層
の
女
性

に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
彼
ら
の
助
縁
と
し
て
、
方

泰
寺
・
崇
寿
天
台
教
寺
の
僧
侶
の
名
が

見
え
る
が
、
こ
の
う
ち
、
方
泰
寺
に
つ

［図③］
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い
て
は
、『
四
庫
全
書
』
史
部
地
理
類
都
郡
会
郡
県
之
属
姑
蘇
志
巻

三
十
に
次
の
よ
う
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
嘉
定
州
に
お
い
て
天
監
二
年

（
五
〇
三
）
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。（「
嘉
定
州
・
嘉
定

県
」
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
嘉
定
一
〇
年
（
一
二
一
八
）
平
江
府
崑

山
県
東
部
が
分
割
さ
れ
て
嘉
定
県
と
命
名
さ
れ
る
が
、
元
代
・
元
貞

元
年
（
一
二
九
五
）
に
嘉
定
州
に
昇
格
、
洪
武
二
年
（
一
三
六
九
）

に
明
朝
に
よ
り
嘉
定
県
に
戻
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。）

方
泰
寺
在
嘉
定
縣
西
南
十
八
里
沙
堽
。
梁
天
監
二
年
（
五
〇

三
）
建
（
略
）。

ま
た
、
元
代
の
状
況
に
つ
い
て
は
、『
方
泰
志
』（
上
海
社
会
科
学

院
出
版
社
出
版
、
一
九
九
二
・
八
）
に
は
、
次
の
如
く
あ
り
、
ま

た
、
現
在
も
、
上
海
市
の
「
一
城
九
鎮
」
の
中
で
も
重
要
な
衛
星
都

市
・
工
業
区
で
あ
る
安
亭
鎮
に
そ
の
地
名
「
方
泰
」
を
伝
え
て
い

る
。

先
有
方
泰
寺
后
有
方
泰
以
寺
名
也
�
南
北
朝
梁
天
二
年
（
五
〇

三
）
建
方
泰
寺
元
代
寺
有
小
村
落
、
称
方
泰
墟
。

尚
、
崇
寿
天
台
教
寺
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
特
定
し
難
い
。

但
し
、
本
経
の
奥
書
の
前
に
千
手
観
音
立
像
が
描
か
れ
て
い
る
点
に

注
目
す
る
な
ら
ば
、
杭
州
湾
を
挟
ん
だ
嘉
定
州
の
反
対
側
に
海
上
貿

易
の
拠
点
で
あ
っ
た
寧
波
が
あ
り
、
そ
の
東
、
舟
山
群
島
の
一
つ
に

（電子地形図（国土地理院・小縮尺地図）を加工して作成）

― １１５ ―



観
音
霊
場
の
聖
地
と
し
て
普
陀
山
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
位
置
関
係

の
中
で
、
寧
波
に
崇
寿
寺
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
崇
寿
寺

は
、
現
在
は
、「
浙
東
仏
教
の
四
大
叢
林
」
と
称
さ
れ
る
七
塔
寺
と

し
て
存
在
す
る
が
、
唐
代
の
大
中
十
二
年
（
八
五
八
）
に
建
立
さ

れ
、
咸
通
二
年
（
八
六
一
）、
唐
懿
宗
か
ら
、「
栖
心
寺
」
の
名
を
賜

り
、
宋
代
の
大
中
祥
符
元
年
（
一
〇
〇
八
）、
宋
真
宗
か
ら
「
崇
寿

寺
」
の
額
を
賜
る
。
ま
た
、
明
代
の
洪
武
二
十
年
（
一
三
八
七
）
に

は
、
千
手
千
眼
観
音
菩
薩
像
を
供
え
、
同
年
、
朱
元
璋
か
ら
、「
補

陀
寺
」
の
名
を
賜
る
。
本
経
の
製
作
が
至
正
二
十
一
年
（
一
三
六

一
）
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
未
だ
千
手
千
眼
観
音
菩
薩
像
が
備
え
ら
れ

て
い
な
い
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
仏
像
が
備
え
ら
れ
る
背
景
に
は
、

そ
れ
以
前
か
ら
千
手
千
眼
観
音
菩
薩
へ
の
信
仰
が
存
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
、
本
経
と
こ
の
寧
波
の
崇
寿
寺
と
の
間
に
繋
が
り
を
想
定
す

る
可
能
性
は
存
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
案
と
し
て
提
示
し
た

い
。
ま
た
、
宋
代
仏
教
を
伝
え
た
泉
涌
寺
俊

（
一
一
六
六
〜
一
二

二
七
）
は
、
入
宋
の
際
、
寧
波
か
ら
入
宋
し
、
嘉
定
県
南
翔
寺
で
修

学
し
て
お
り
、
彼
が
請
来
し
た
泉
涌
寺
楊
貴
妃
観
音
は
入
宋
僧
の
航

海
守
護
の
為
に
普
陀
山
か
ら
製
作
・
請
来
が
意
図
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
寧
波
と
嘉
定
県
（
州
）
と
が
天
台
教
院
や
観
音
信
仰
を
介
し
た

ル
ー
ト
と
し
て
繋
が
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

更
に
は
、
観
音
信
仰
の
霊
場
と
し
て
は
普
陀
山
だ
け
で
な
く
、
杭

州
の
西
湖
の
西
側
に
位
置
す
る
上
天
竺
寺
（
上
天
竺
法
喜
講
寺
）
も

そ
こ
に
ま
つ
ら
れ
た
観
音
像
を
母
体
と
し
て
観
音
信
仰
の
拠
点
と
な

り
、
明
代
に
は
天
竺
進
香
と
し
て
巡
礼
す
る
風
習
が
形
成
さ
れ
る
。

こ
の
上
天
竺
寺
に
お
け
る
観
音
信
仰
に
つ
い
て
、『
御
堂
関
白
記
』

に
よ
れ
ば
、
入
宋
し
て
真
宗
と
謁
し
た
寂
照
（
九
六
二
頃
？
〜
一
〇

三
四
）
が
藤
原
道
長
（
九
六
六
〜
一
〇
二
七
）
に
「
天
竺
観
音
一

幅
」
を
送
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
の
折
も
、
寧
波
か
ら
日
本
へ
と

伝
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
杭
州
湾
を
取
り
囲
む
嘉
定
州
・
杭
州
・
寧
波
と
い

う
こ
れ
ら
一
帯
が
観
音
信
仰
の
影
響
の
強
い
地
域
で
あ
る
こ
と
が
窺

わ
れ
、
そ
の
よ
う
な
強
い
観
音
信
仰
の
影
響
の
元
に
本
経
が
製
作
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四

那
古
寺
へ
の
分
与
と
そ
の
継
承

右
の
よ
う
な
経
緯
の
も
と
に
製
作
さ
れ
た
本
経
が
、
い
つ
、
日
本

に
伝
え
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
、
智
積
院
宥
鑁
の
も
と
に
伝
え
ら
れ
た

の
か
に
つ
い
て
は
手
掛
か
り
が
な
い
た
め
に
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

こ
こ
で
は
那
古
寺
に
巻
第
二
十
五
「
普
門
品
」
が
分
与
さ
れ
た
背
景

に
つ
い
て
も
述
べ
て
み
た
い
。
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「
普
門
品
」
は
、「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
」
と
言
い
、
観

世
音
菩
薩
が
、
衆
生
の
遭
遇
す
る
あ
ら
ゆ
る
苦
難
に
際
し
て
、
観
世

音
菩
薩
の
慈
悲
の
力
を
信
じ
て
そ
の
名
を
唱
え
れ
ば
、
観
音
が
そ
の

声
を
聞
い
て
救
っ
て
く
れ
る
と
説
く
も
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
観
音
の

功
徳
を
説
く
と
い
う
点
で
、
観
音
信
仰
に
相
応
し
い
品
で
あ
る
。
前

述
の
如
く
、
本
経
は
当
初
、
七
巻
本
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
第
七
巻
を

切
り
分
け
て
各
寺
院
に
分
与
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
宥
鑁
と
関
わ
る

各
寺
院
の
本
尊
を
示
す
な
ら
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

智
積
院

大
日
如
来

那
古
寺

千
手
観
音
菩
薩

慈
眼
寺

蔵
王
大
権
現

宝
珠
院

地
蔵
菩
薩

大
報
恩
寺

釈
迦
如
来

右
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
観
音
菩
薩
を
本
尊
と
す
る
寺
院
は
那
古

寺
の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
」
の

分
与
に
際
し
て
、
そ
の
品
名
と
本
尊
と
が
対
応
す
る
寺
院
は
那
古
寺

の
み
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
分
与
に
際
し
て
、
冒
頭
で
あ

り
、
見
返
に
当
初
の
刺
繍
絵
を
有
す
る
巻
第
二
十
四
「
妙
音
菩
薩

品
」
を
本
山
の
智
積
院
に
、
そ
し
て
、
現
在
そ
の
所
在
が
確
認
さ
れ

て
い
な
い
が
宥
鑁
の
形
見
と
し
て
末
尾
を
伝
え
る
と
す
れ
ば
宥
鑁
終

焉
の
寺
院
で
あ
る
大
報
恩
寺
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ

れ
以
外
に
つ
い
て
、
こ
の
首
尾
を
除
く
各
品
を
分
与
す
る
に
際
し
て

宥
鑁
の
配
慮
が
存
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
事
か
ら
す
れ

ば
、
宥
鑁
の
手
元
に
は
、「
繍
字
法
華
経
」
全
巻
が
揃
っ
て
い
た
の

で
は
な
く
、
巻
第
七
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
も
窺
わ
れ
る
。
尚
、
那
古

（
�
）

寺
に
は
本
文
が
完
備
し
た
も
の
と
し
て
は
現
存
最
古
の
奈
良
写
経
の

『
観
音
経
』（「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
」）
を
蔵
し
て
お
り
、

こ
の
経
巻
自
体
が
い
つ
か
ら
伝
存
し
て
い
る
か
は
明
確
で
な
い
が
、

本
尊
に
合
わ
せ
、
そ
れ
に
相
応
し
く
、
観
音
所
縁
の
什
物
が
集
ま
っ

て
い
く
様
が
窺
え
る
。
ま
た
、
那
古
寺
の
山
号
は
「
補
陀
落
山
」
で

あ
り
、
中
国
寧
波
の
観
音
霊
場
「
普
陀
山
」
と
通
じ
、
縁
を
感
じ
さ

せ
る
。

那
古
寺
の
位
置
す
る
館
山
は
、
海
に
面
し
た
水
運
や
漁
師
の
町
で

あ
り
、
ま
た
、
那
古
寺
自
体
も
元
禄
の
大
地
震
で
周
辺
が
隆
起
し
て

陸
地
と
な
る
以
前
は
海
に
面
し
た
寺
院
で
あ
り
、
船
の
目
印
と
も
な

っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
寺
院
に
海
難
に
遭
っ
た
際
に
も
観
音
が
救

い
を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
説
く
『
観
音
経
』（「
観
世
音
菩

薩
普
門
品
第
二
十
五
」）
は
、
本
尊
と
共
に
多
く
の
信
仰
を
集
め
、

大
事
に
継
承
さ
れ
て
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
こ
と
が
現
在
に
お
い
て
も
、
宥
鑁
の
識
語
「
今
永
寄
附
房
州
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那
古
寺
之
経
庫
焉
当
。
至
万
世
而
珍
襲
者
也
」
の
如
く
、
本
経
の
保

存
状
態
の
良
さ
に
繋
が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
継
承
は
、
近
代
に
お
い
て
も
明
治
三
十
四

年
の
修
理
識
語
「
表
装
修
補
／
寄
附
主
千
葉
県
知
事
阿
部
浩
君
／
当

所
舟
形
町
正
木
貞
蔵
君
」
か
ら
も
窺
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
、
那
古
寺
蔵
「
繍
字
法
華
経
」
を
中
心
と
し

て
、「
繍
字
法
華
経
」
の
素
性
や
そ
の
伝
来
に
つ
い
て
、
現
時
点
で

の
知
見
を
述
べ
て
き
た
。
先
行
研
究
に
多
く
導
か
れ
る
と
こ
ろ
で
は

あ
る
が
、
本
経
の
成
立
の
背
景
や
分
与
の
問
題
等
、
新
た
な
知
見
を

指
摘
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

尚
、
こ
の
度
の
成
果
は
、
館
山
市
立
博
物
館
の
特
別
展
に
お
い

て
、
各
「
繍
字
法
華
経
」
を
並
べ
、
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
き
た
い
。

近
年
、
文
化
財
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
を
遂
げ
て
お

り
、
そ
の
積
極
的
な
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
に

あ
っ
て
、
教
育
面
に
お
い
て
も
、「
文
化
に
親
し
む
こ
と
」・「
心
豊

か
な
生
活
や
社
会
を
創
造
し
て
い
く
態
度
」
の
育
成
に
注
目
さ
れ
て

い
る
。

例
え
ば
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
「
書
道
Ⅰ
〜
Ⅲ
」
の
「
１

目
標
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

⑶

主
体
的
に
書
の
幅
広
い
活
動
に
取
り
組
み
、
生
涯
に
わ
た

り
書
を
愛
好
す
る
心
情
を
育
む
と
と
も
に
、
感
性
を
高
め
、
書

の
伝
統
と
文
化
に
親
し
み
、
書
を
通
し
て
心
豊
か
な
生
活
や
社

会
を
創
造
し
て
い
く
態
度
を
養
う
。

本
経
は
、
書
芸
文
化
の
一
形
態
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
々
の
篤
い
信

仰
心
に
基
づ
い
て
製
作
さ
れ
、
海
を
渡
り
、
現
代
へ
と
継
承
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
営
み
が
当
時
の
信
仰
や
社
会
の
有
り
様
と
共
に
あ
る
こ

と
を
理
解
し
、
ま
た
、
書
を
含
め
た
文
化
財
を
人
々
が
守
り
伝
え
て

き
た
そ
の
思
い
を
受
け
継
ぐ
こ
と
も
「
書
を
通
し
て
心
豊
か
な
生
活

や
社
会
を
創
造
し
て
い
く
態
度
」
へ
と
繋
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

館
山
市
立
博
物
館
の
活
動
に
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
、
稿
者
自
身

も
右
の
如
き
視
点
を
意
識
し
つ
つ
、
書
の
分
析
を
進
め
て
行
き
た

い
。紙

面
の
都
合
上
、
意
を
尽
く
せ
な
い
と
こ
ろ
も
多
く
、
ま
た
、
検

討
す
べ
き
課
題
も
山
積
し
て
い
る
。
諸
賢
の
ご
批
正
を
仰
ぐ
次
第
で

あ
る
。
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注（
１
）
赤
尾
栄
慶
・
宇
都
宮
啓
吾
「
元
時
代
・
至
元
二
十
八
年
の
華
厳
経

│
│
角
筆
の
使
用
を
確
認
」（『
学
叢
』
三
三

二
〇
一
一
・
五
）

（
２
）
榎
本
渉
「
入
元
日
本
僧
椿
庭
海
壽
と
元
末
明
初
の
日
中
交
流
│
新

出
僧
傳
の
紹
介
を
兼
ね
て
│
」（『
東
洋
史
研
究
』（2011

）,70

（2

）

二
〇
一
一
・
九
）

尚
、
右
の
中
で
引
用
さ
れ
て
い
る
論
文
は
以
下
の
通
り
。

○
沈
福
偉
「
蘇
州
劉
家
港
的
歴
史
變
遷
」（『
海
交
史
研
究
』
一
九

八
八
│
一

○
植
松
正
「
元
代
の
海
運
高
戸
府
と
海
運
世
家
」（『
京
都
女
子
大

學
大
學
院
文
學
研
究
科
研
究
紀
要
』
史
的
学
編
三
）

（
３
）
拙
稿
「
那
古
寺
所
蔵
の
奈
良
写
経
に
つ
い
て
」（『
大
阪
大
谷
国

文
』
三
八

二
〇
〇
八
・
三
）

（
本
学
日
本
語
日
本
文
学
科
教
授
）

【
付
記
】

本
稿
は
、
令
和
元
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤

研
究
（
Ｂ
）「
新
義
真
言
系
聖
教
の
形
成
と
教
学
的
交
流
に
関
す
る
基
礎

的
研
究
」（
課
題
番
号：
17H

02342

・
代
表
者：

宇
都
宮
啓
吾
）
の
成
果

で
あ
る
。

文
献
調
査
に
つ
い
て
は
、
館
山
市
博
物
館
御
当
局
よ
り
、
ま
た
、
本
研

究
の
推
進
に
関
し
て
は
、
石
川
隆
教
師
（
那
古
寺
住
職
）
よ
り
、
多
大
な

る
ご
高
配
、
ご
厚
恩
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
深
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
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